
　

5
月
26
日
㈯
、
郷
土
資
料
館
で
『
わ
ん
ぱ
く
サ
ム

ラ
イ
体
験
』
（
市
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
子
ど
も
た
ち
に
日
本
の
伝
統
的
な

生
活
や
武
士
の
文
化
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
郷

土
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
Ｓ
Ｌ
Ｇ
』
が

中
心
と
な
り
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
姉
妹
都
市
・
宮
城
県
白
石
市
の
『
白
石

三
白
』
と
呼
ば
れ
る
特
産
品
『
う
ー
め
ん
』
と
『
く

ず
』
の
振
る
舞
い
や
、
『
紙
す
き
』
体
験
を
実
施
。

流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
や
、
各
種
団
体
に
よ
る
芸
能
披
露
な
ど
も
あ

り
、
参
加
し
た
約
450
人
は
思
い
思
い
に
、
春
の
一
日

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

6
月
15
日
㈮
、
登
別
郵
便
局
で
行
政
相
談
委
員
に

よ
る
『
一
日
行
政
相
談
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
政
相
談
は
、
国
や
特
殊
法
人
（
公
団
・
事

業
団
・
銀
行
・
公
庫
）
、
北
海
道
、
市
の
業
務
に
関

す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
受
け
付
け
、
中
立
の
立

場
か
ら
関
係
行
政
機
関
な
ど
に
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を

行
い
、
そ
の
解
決
の
促
進
、
行
政
の
制
度
・
運
営
の

改
善
を
図
る
た
め
、
偶
数
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
市
内
に
は
、
前ま

え

川か
わ

博ひ
ろ
し

さ
ん
（
☎
85

2
3
6
0
）
と
垣か

き

内う
ち

登と

紀き

子こ

さ
ん
（
☎
85
7
2
4
5
）

の
2
人
が
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

6
月
3
日
㈰
、
『
津
波
避
難
訓
練
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
（
登
別
本
町
2
町
会
主

催
）
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
町
内
会
員
68
人
が
本
町
2
丁
目
公
園
か
ら
高
台
の

避
難
場
所
ま
で
、
約
600
㍍
を
歩
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
『
津
波
警
報
が
発
令
さ

れ
避
難
勧
告
が
出
た
』
と
い
う
想
定
で
実
施
。
参
加
者
は
持
参
し
た
非
常
持
ち

出
し
用
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
を
背
負
い
、
避
難
経
路
や
避
難
す
る
ま
で
の
時
間
を
確

認
し
な
が
ら
高
台
ま
で
の
坂
道
を
登
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
警
察
な
ど
が
協
力
し
「
突
然
の

災
害
か
ら
命
を
守
る
の
は
、
日
ご
ろ
の
防
災
意
識
」
「
一
人
で
の
避
難
が
難
し

い
方
を
助
け
る
に
は
、
家
族
や
地
域
の
連
携
が
不
可
欠
」
な
ど
、
災
害
か
ら
命

を
守
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
ほ
か
、
車
い
す
の
扱
い
方
に
つ
い
て
の

説
明
も
あ
り
、
参
加
者
た
ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
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▲木馬にまたがって矢で的を射る流鏑馬の体験

▲行政相談委員の前川博さん（右）と垣内登紀子さん

▲ 車いすの扱い方を説明する社会福祉協議会職員と
熱心に耳を傾ける参加者
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